
 

 

 

 

    

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

が
未
だ
見
え
な
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

社
会
は
少
し
ず
つ
以
前
の
姿
を
取
り
戻
そ

う
と
動
き
、
学
校
教
育
も
ま
た
、
日
常
の

授
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
校
行
事
等

に
お
い
て
も
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら

も
そ
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

本
会
会
長
と
し
て
、
二
期
目
を
終
え
よ

う
と
し
て
い
る
今
、
改
め
て
、
特
別
支
援

教
室
と
学
校
経
営
に
つ
い
て
、
管
理
職
の

視
点
か
ら
一
考
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◇
「
拠
点
校
」
と
「
巡
回
校
」…

そ
の
違
い 

特
別
支
援
教
室
拠
点
校
の
校
長
を
務
め

て
い
た
頃
は
、
巡
回
指
導
の
先
生
方
と
も

日
常
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た

り
、
校
内
を
巡
り
な
が
ら
、
教
室
の
中
の

様
子
を
見
た
り
す
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
授

業
観
察
や
自
己
申
告
の
面
接
と
は
違
う
、

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
関
わ
り
が
多
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
関
わ
り

の
中
で
、
教
室
運
営
上
の
課
題
や
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
児
童
の
様
子
、
教
材
や 

     指
導
方
法
な
ど
の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
こ
と
が
校
内
委
員
会
や
特

別
支
援
教
育
体
制
の
充
実
に
大
い
に
役
立

っ
て
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
巡
回
校
に
異
動
し
て
み
る
と
、

拠
点
校
と
比
し
て
、
著
し
く
情
報
が
少
な

い
こ
と
に
年
度
当
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
拠
点
校
長
時
代
に
は
見

え
な
か
っ
た
特
別
支
援
教
室
の
課
題
が
浮

か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。 

そ
れ
は
、
か
な
り
意
図
的
に
、
巡
回
指

導
の
先
生
方
と
自
校
の
先
生
方
と
の
情
報

交
流
の
場
を
設
け
る
と
と
も
に
、
管
理
職

と
し
て
、
自
ら
が
積
極
的
に
巡
回
指
導
の

先
生
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
見
、
当
然
の
よ
う
に
思
え
る
こ
と
な

の
で
す
が
、
巡
回
指
導
の
先
生
方
は
、
本

務
校
に
戻
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る

と
い
う
現
実
を
巡
回
校
に
勤
務
し
て
改
め

て
実
感
し
て
い
る
の
で
す
。 

◇
学
校
経
営
方
針
へ
の
位
置
付
け 

-

そ
の
具
体
的
な
姿
は
？- 

令
和
四
年
四
月
十
九
日
、
調
布
市
グ
リ

ー
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
総
会
の
席
上
、

私
自
身
の
今
年
度
の
研
究
の
課
題
と
し
て
、

「
拠
点
校
と
の
連
携
」、「
特
別
支
援
教
室

を
軸
に
し
た
組
織
的
な
特
別
支
援
教
育
体

制
の
充
実
」
を
掲
げ
ま
し
た
。 

「
特
別
支
援
教
育
の
充
実
」
は
、
学
校

経
営
方
針
に
も
位
置
付
け
、
特
別
支
援
教

育
全
体
計
画
も
作
成
し
て
い
ま
す
。
学
年

毎
の
校
内
委
員
会
も
特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
時
間
を
掛
け

て
じ
っ
く
り
と
児
童
の
実
態
に
つ
い
て
協

議
を
深
め
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
私
自
身
に
大
い
に
反
省
点
が

あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
管
理
職
と
し
て

ど
の
よ
う
に
本
校
の
特
別
支
援
教
育
が
推

進
さ
れ
て
い
る
の
か
？ 

子
供
一
人
一
人

の
指
導
目
標
や
指
導
の
内
容
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
？ 

巡
回
指
導
と
学

級
で
の
指
導
と
の
関
連
性
は
？ 

巡
回
指

導
の
先
生
方
と
通
常
の
学
級
の
先
生
方
と

の
情
報
連
携
は
？…

 
 

学
校
経
営
方
針
に
位
置
付
け
て
い
る
内

容
に
つ
い
て
、
も
っ
と
具
体
的
な
推
進
計

画
を
立
案
し
、
実
行
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

 
◇
「
秋
季
セ
ミ
ナ
ー
」
に
学
ぶ 

-

都
情
研
で
の
活
動
を
学
校
経
営
に
生
か
し
て- 

令
和
四
年
度
は
、
三
年
ぶ
り
に
「
秋
季

セ
ミ
ナ
ー
」
を
単
独
で
、
か
つ
、
集
合
型

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。「
原
則
の
指
導
期

間
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
今
一
度
、

原
点
に
立
ち
返
り
、「
指
導
目
標
の
設
定
」

と
い
う
視
点
か
ら
、
１
年
間
の
区
切
り
と

し
て
し
っ
か
り
と
評
価
を
行
い
、
よ
り
適

切
な
指
導
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
協
議
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
改
め
て
、
管
理
職
と
し
て
、

「
指
導
目
標
の
設
定
と
原
則
の
指
導
期

間
」
に
つ
い
て
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
児
童
・
生
徒
の
思
い
や
保
護
者
の
願
い

を
大
切
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
支
援
体
制

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
専
門
性

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
意
を
強
く

い
た
し
ま
し
た
。そ
の
第
一
歩
と
し
て「
特

別
支
援
教
室
に
お
け
る
子
供
た
ち
の
学
び

の
様
子
を
見
る
」
こ
と
か
ら
学
校
経
営
方

針
の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

結
び
に
、
本
会
の
運
営
に
多
大
な
る
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

   

(1) 

令和 5年 3月 

第 141号 

東京都公立学校 

情緒障害 

教育研究会 

 

会 報 
「
特
別
支
援
教
室
と
学
校
経
営 

～
学
校
管
理
職
の
視
点
か
ら
の
再
考
～
」 

東
京
都
公
立
学
校
情
緒
障
害
教
育
研
究
会
会
長 

墨
田
区
立
業
平
小
学
校
長 

伊
藤 

康
次 

◆
令
和
五
年
度
「定
期
総
会
」案
内 

【日
時
】 

令
和
五
年
四
月
十
八
日
（火
） 

十
四
時
開
始
予
定 

【場
所
】 

た
ま
し
んR

IS
U
R
U

ホ
ー
ル 

（立
川
市
市
民
会
館
）大
ホ
ー
ル 

 

【記
念
講
演
】 

（講
師
）
前
新
宿
区
特
別
支
援
相
談
員 

長
谷
川 

安
佐
子 

先
生 

 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
や
社
会

情
勢
等
を
踏
ま
え
、
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
参
加
申
込
及
び
実
施
や
中

止
等
の
お
知
ら
せ
は
全
て
「
都
情
研
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
」
よ
り
行
い
ま
す
。（
申
し

込
み
開
始
は
四
月
一
日
の
予
定
で
す
。） 



 

 

 

 

令和４年度 東京都公立学校情緒障害教育研究会 活動報告 
研修会名 企画 期日 時間 場所 内容・テーマ・演題 講師等 

参加
者数 

定期総会・ 

記念講演会 

本部 

多摩南 
4 月 19 日 14：00 

調布市グリーンホール 

大ホール 

記念講演 
演題「発達障害の社会性指導

はいかにあるべきか～オーダ
ーメイドとパッケージ化～」 

北海道大学大学院教育学
研究院附属子ども発達臨

床センター 准教授  
岡田 智 先生 

794 
 

第１回ブロック
研修会 

(入門研修) 

東 

5 月 19 日 14：30  

江東区立第五砂町小学校 

「都情研入門研修①」  
動画視聴及び参加者同士の意
見交換 

西東京市立東伏見小学校
特別支援教室そよかぜ 
指導教諭   
上山  雅久  先生 

72 

北 荒川区立第二瑞光小学校 73 

南 世田谷区立多聞小学校 96 

多摩南 府中市立住吉小学校 104 

多摩北 
昭島市立中神小学校
（Zoom ホスト） 

90 

 第１回ブロック研修会 合計（人） 435 

第 2 回ブロック
研修会 

(入門研修) 

東 

6 月 21 日 14：30  

江東区立南砂小学校 

「都情研入門研修②」  
動画視聴及び参加者同士の意
見交換  

西東京市立東伏見小学校
特別支援教室そよかぜ 

指導教諭  

上山 雅久 先生 

96 

北 中野区立鷺宮小学校 104 

南 大田区池上会館 91 

多摩南 
武蔵野市立千川小学校

（Zoom ホスト） 
86 

多摩北 小平市立小平第六小学校 102 

 第２回ブロック研修会 合計（人） 479 

第３回ブロック
研修会 

(教室・学級運営) 

東 

7 月 12 日 14：30  

墨田区立梅若小学校 1)報告「東京都の特別支援教
室の成果と課題の検証と、こ
れから求められる特別支援教
育の体制についての考察」 

(2)グループ協議「特別支援教
室及び自閉症・情緒障害特別
支援学級の運営について」 

（発表者） 
大田区立入新井第二小学校 

指導教諭  
八幡 亮 先生 

83 

北 台東区立平成小学校 115 

南 大田区立嶺町小学校 64 

多摩南 
八王子市立第三小学校

（Zoom ホスト） 
94 

多摩北 昭島市立中神小学校 108 

  第 3 回ブロック研修会 合計（人） 464 

 本部 7 月 会報「みちびき」１３９号発行 公立幼・小・中学校等全校配布 計 2300 部 

第 7 回夏季研究
大会 

（北ブロック大

会） 

本部 
北 
  

7 月 22 日 
全
日 

練馬文化
センター 
大ホール 

「特別支援教室の指導のあり

方について考える～実態に応
じた指導内容とは～」 
○実践発表 東ブロック、南
ブロック、多摩南ブロック、
多摩北ブロック 

○記念講演「自閉症スペクト
ラムのある子どもへの効果的
な社会性指導を考える」 

記念講演及び助言：北海道大学大学院教育
学研究院附属子ども発達臨床センター 准

教授 岡田 智 先生 
発表者：江東区立臨海小学校 主任教諭 
田澤 恵理 先生、教諭 井上 彩香 先生、
世田谷区立松沢小学校 主任教諭 高麗 

裕太 先生、主任教諭 岡本 光生 先生、多
摩市立大松台小学校主任教諭 濱口 惠美
先生、立川市立第八小学校 主任教諭 高
麗 絵美 先生、教諭 本藤 由香 先生 

835 

中学校特別支援
教室課題研修会 

本部 8 月 19 日 10：00 
江東区立南砂中学校 体
育館・多目的ホール 

「中学校特別支援教室及び自
閉症・情緒障害特別支援学級
の実践から学ぶ小集団指導」 

西東京市教育支援アドバ
イザー  
渡辺 圭太郎 先生 

135 

第４回ブロック
研修会 

（専門研修） 

東 

9 月 6 日 
 

  
14：30 

 

江戸川区立小岩小学校 
体育館 

「事例を通したアセスメント
の仕方と指導目標や指導内容

の決定について」 

マイン E ラボスペース 
臨床心理士  

大⻄ 知佐子 先生 

 

北 
杉並区立永福小学校  
体育館 

「特別支援教室の今後の在り

方 〜現状と課題から見えて
くるものは〜」 

西東京市教育支援アドバ

イザー  
渡辺 圭太郎 先生 

  

南 品川区立荏原平塚学園 

「特別支援教室での指導効果
をあげるために〜児童生徒の
適切なアセスメントを通して
〜」 

Space Zero PDD 心理
教育研究所所長（元福島
大学大学院教授）  
水野 薫  先生 

102 

多摩南 
稲城市立稲城第七小学校 
体育館 

「レジリエンスを高める指導 
〜不安の強い発達特性をもつ
児童・生徒へのかかわり方を
含めて～」 

千葉大学大学院 
医学研究院認知行動生理
学非常勤講師   
山本  利枝 先生 

114 

多摩北 
立川市立第八小学校  
体育館 

「教室で求められる学習動作

の指導について ～演習を通
して、児童・生徒の課題の見
立てや支援方法を見直す～」 

神奈川県立保健福祉大学
リハビリテーション学科 

作業療法学専攻 大学院
保健福祉学科研究科教授  
笹田 哲  先生 

135 

 第４回ブロック研修会 合計（人） 463 

(2) 



 

 

 

 

 

  
        

研修会名 企画 期日 時間 場所 内容・テーマ・演題 講師等 
参加
者数 

第５回ブロック
研修会 

（専門研修） 

東 

10月11日 14：30  

葛飾区立上平井小学校 
体育館 

「個の苦手さに応じた指導
内容の組み立て方」 

前新宿区特別支援相談員  
長谷川 安佐子 先生 

75 

北 
北区立王子第五小学校 
体育館 

「児童・生徒の将来を見通
し た 特 別支 援 教 育と は 
～青年期の当事者からの
メッセージ～」 

早稲田大学教職大学院 非常
勤講師 
早稲田大学発達障害稲門会顧
問 長岡 恵理 先生 

119 

南 世田谷区立松沢小学校 
「特別支援教室 仕事の
ヒント」 

西東京市教育支援アドバイザ
ー 渡辺 圭太郎 先生 

88 

多摩南 
府中市立府中第五小学

校 体育館 

「教室で求められる学習
動作の指導について～演
習を通して、児童・生徒の

課題の見立てや支援方法
を見直す～」 

神奈川県立保健福祉大学リハ
ビリテーション学科 作業療

法学専攻 大学院保健福祉学
科研究科教授  笹田 哲 先生 

102 

多摩北 
昭島市立光華小学校 
体育館 

事例研修「児童の見立てを
考える～集団参加が難し
い３年生の事例を通して

～」 

Space Zero PDD 心理教育
研究所所長（元福島大学大学
院教授） 水野 薫  先生 
（事例発表）昭島市立光華小

学校主任教諭  佐藤 舞 先生 

104 

 第 5 回ブロック研修会 合計（人） 488 

第３回都情研セ
ミナー 

本部 11月15日 14：30  
台東区立浅草
公会堂ホール 

（１）都情研実態調査報告 
（２）パネルディスカッショ

ンテーマ「特別支援教室にお
ける指導目標と原則の指導
期間の考え方～これからの
特別支援教室のあり方と都
情研に期待すること～」  

〇パネリスト 
東京都教職員研修センター指導主事 
増田 知洋  様 

墨田区立業平小学校長（本会会長）
伊藤 康次  先生 
西東京市東伏見小学校指導教諭（本
会企画運営本部総務）上山 雅久先生 
〇コーディネーター 

元中央教育審議会委員・明治学院大
学講師 田中 容子  様 

590 

第６回ブロック

研修会 
（専門研修） 

東 

12 月 6 日 14：30  

足立区立渕江小学校 
『手足や体の動かし方が上
手くいかない児童に対する
指導』 

神奈川県立保健福祉大学リ
ハビリテーション学科 作
業療法学専攻 大学院保健
福祉学科研究科教授   
笹田 哲  先生 

108 

北 
豊島区立池袋本町小学

校 体育館 

「就労に向けて小・中学校で

できる支援」 

一般社団法人日本雇用環
境整備機構 理事長  

石井 京子 先生 

125 

南 
大田区池上会館 第一
会議室 

「児童のアセスメントに基
づいた指導とは。 ～5 学年
男児の事例を基にして～」 

Space Zero PDD 心理
教育研究所所長（元福島大
学大学院教授）  

水野 薫  先生 

79 

多摩南 
にしみたか学園三鷹市

立第二中学校 体育館 

「中学校通級の実践～keep 
try challenge 自分を好

きになる場所～」 

西東京市教育支援アドバ
イザー 渡辺 圭太郎 先生 
（実践発表者）三鷹市立第

二中学校 校内通級教室 
Port247 主幹教諭  
高松 慶多  先生 

66 

多摩北 
昭島市立中神小学校 
体育館 

事例研修「ケースの見立てと
指導の方向性を考える 

             
～実態把握と見立てのやり

方～」 

西東京市立東伏見小学校
特別支援教室そよかぜ 
指導教諭 上山 雅久 先生 
（事例発表）日の出町立平
井小学校 主任教諭  

真仁田 歩  先生 

85 

  第 3 回ブロック研修会 合計（人） 463 

 本部 12 月 会報「みちびき」１40 号発行 公立幼・小・中学校等全校配布 計 2300 部 

 本部 1 月 東京都教職員研修センター教育課題研究発表（東京都教職員研修センター） 

第７回ブロック
研修会（区市町
村地区研修） 

地区 2 月７日 14：30 各地区において  参加者人数は推計（人） 500 

 本部 3 月 会報「みちびき」１41 号発行 公立幼・小・中学校等全校配布 計 2300 部  

 本部 3 月 令和４年度活動報告資料発行  

全研修会参加者合計（人） 5776 

(3) 



 

 

 

 

     

                               

    

    

◆
今
年
度
を
振
り
返
っ
て 

 
 

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
動
向
を
見
つ
つ
、
可
能
な
限
り

対
面
式
集
合
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
四
月
の
定
期
総
会
で
は
、

久
し
ぶ
り
に
八
〇
〇
名
弱
の
参
加
者
が

一
堂
に
会
し
、研
修
へ
の
熱
気
を
感
じ
、

こ
の
よ
う
な
刺
激
が
現
場
に
元
気
を
生

み
出
す
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
、
会
場

の
受
け
入
れ
人
数
を
増
や
し
て
集
合
研

修
が
復
活
し
、
活
気
付
い
て
い
っ
た
。 

 

今
年
度
、話
題
と
な
っ
た
変
化
に
は
、

特
別
支
援
教
室
の
教
員
定
数
が
改
定
さ

れ
、
児
童
・
生
徒
十
名
に
つ
き
一
名
か

ら
十
二
名
に
つ
き
一
名
へ
と
、
巡
回
指

導
教
員
が
減
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

加
え
て
、
教
員
不
足
の
影
響
を
受
け
、

定
数
未
満
の
教
員
で
凌
ぐ
教
室
が
い
く

つ
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、「
原
則
の
指
導

期
間
」
へ
の
誤
解
に
よ
る
混
乱
も
あ
り
、

現
場
の
窮
状
に
拍
車
を
か
け
た
。 

 

そ
ん
な
中
で
、喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

通
級
指
導
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
の
是
非
や

指
導
目
標
や
実
態
把
握
と
評
価
に
つ
い

て
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
総

会
記
念
講
演
会
と
夏
季
研
究
大
会
で
は
、

北
海
道
大
学
大
学
院
子
ど
も
発
達
臨
床

セ
ン
タ
ー
准
教
授
の
岡
田
智
先
生
に
ご

講
演
ご
助
言
を
お
願
い
し
た
。
秋
季
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
東
京
都
教
職
員
研
修
セ

ン
タ
ー
の
増
田
知
洋
指
導
主
事
に
お
世

話
に
な
っ
た
。
そ
の
他
、
毎
回
の
研
修

会
の
講
師
陣
、
そ
し
て
運
営
に
あ
た
っ

た
先
生
方
に
も
深
く
感
謝
し
た
い
。 

 

企
画
運
営
本
部
総
務 

上
山 

雅
久 

月 日 曜 研修会名、事業名 

4 

1１ 火 企画運営本部委員研修会① 

１８ 火 

第１回 企画運営本部会・役員 

令和５年度 定期総会・記念講演会 

地区ブロック本部会（５地区合同） 

- - ●都情研実態調査（全地区、基準日 5月 1日） 

5 
９ 火 企画運営本部委員研修会② 

2３ 火 第１回 地区ブロック研修会（都情研入門） 

6 
６ 火 企画運営本部委員研修会③ 

2０ 火 第２回 地区ブロック研修会（都情研入門） 

7 

４ 火 企画運営本部委員研修会④ 

1１ 火 第３回 地区ブロック研修会（教室・学級運営） 

２７ 木 全情研埼玉大会（２８日まで） 

- - ★東京都教育委員会との連絡会 ◆会報「みちびき１４２号」発行 

8 

２ 水 企画運営本部委員研修会・研究大会準備作業 

３ 木 
第８回 夏季研究大会（南ブロック大会） 

第２回 企画運営本部会・役員会（昼） 

２２ 火 課題研修会（中学校／自閉症・情緒障害学級） 

- - ★三連協（都難言、都弱視） 

9 
５ 火 第４回 地区ブロック研修会（専門研修①） 

2６ 火 企画運営本部委員研修会⑤ 

10 
1０ 火 第５回 地区ブロック研修会（専門研修②） 

2４ 火 企画運営本部委員研修会⑥ 

11 
１４ 火 企画運営本部委員研修会・秋季セミナー準備作業 

２１ 火 第８回 秋季セミナー 

12 

５ 火 第６回 地区ブロック研修会（専門研修③） 

1２ 火 企画運営本部委員研修会⑦ 

- - ◆会報「みちびき１４３号」発行 

1 
1６ 火 地区ブロック本部会（５地区合同）・企画運営本部委員研修会⑧ 

2３ 火 企画運営本部委員研修会 

2 
６ 火 第 7回 地区ブロック研修会（各区市町村） 

2０ 火 第３回 企画運営本部会・役員会 

3 
５ 火 企画運営本部委員研修会⑨ 

- - ◆会報「みちびき１４４号」発行 ◆都情研「令和５年度 活動報告」発行 

(4) 

令和５年度 東京都公立学校情緒障害教育研究会 活動計画 



 

 

 

 

                          

（
田
中
）
は
じ
め
に
、
今
回
の
テ
ー
マ

を
決
め
た
経
緯
を
含
め
て
、
教
員
の
立

場
か
ら
上
山
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。 

 

（
上
山
）
こ
の
テ
ー
マ
は
、
皆
さ
ん
の

関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
と
い
う
こ
と
で
考

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令
和
三

年
の
三
月
に
東
京
都
か
ら
「
特
別
支
援

教
室
の
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」が
出
て
、

そ
の
中
で
、「
原
則
の
指
導
期
間
」
の
考

え
方
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ 

              

話
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
「
あ
れ
、
こ
れ

は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
。」
と
少
し
焦
っ

た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
現
場
の
教
員
が

焦
る
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
原
因
の
一

つ
と
思
っ
て
い
る
の
が
、
東
京
都
の「
発

達
障
害
教
育
（
＊
注
）
」
と
い
う
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
す
。
令
和
三
年
度
に
出
て
、

そ
の
中
で
「
特
別
支
援
教
室
で
は…

…

関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
原
則
の
指
導

期
間
内
に
指
導
目
標
が
達
成
さ
れ
る
よ

う
連
携
協
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り

か
ら
一
年
間
で
退
室
さ
せ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
印
象
を
非
常
に
強
く
受

け
て
し
ま
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

（
＊
注
・
四
年
度
の
改
訂
版
で
修
正
あ
り
） 

六
月
に
、LITALICO

（
り
た
り
こ
）

と
い
う
民
間
団
体
の
「
発
達
ナ
ビ
」
と

い
う
発
達
障
害
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

「
特
別
支
援
教
室
『
指
導
期
間
は
最
長

二
年
に
？
』
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容

や
ね
ら
い
と
は 

東
京
都
教
育
委
員
会

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
と
い
う
コ
ラ
ム
が
出

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
原
則
の
指

導
期
間
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
一
年

間
、
二
年
間
し
か
在
籍
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
と
東
京
都
教
育
委
員

会
の
方
が
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
の
は
、

ど
う
や
ら
誤
解
さ
れ
て
い
る
「
原
則
の

指
導
期
間
」
と
い
う
の
が
ど
う
し
て
登

場
し
た
の
か
、
そ
の
ね
ら
い
に
つ
い
て

直
接
都
教
委
の
方
か
ら
聞
い
て
み
た
い

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
現
場
の
教
員

が
「
通
級
に
よ
る
指
導
」
の
基
本
に
立

ち
返
っ
て
、
実
態
把
握
や
指
導
目
標
の

立
て
方
に
つ
い
て
学
ば
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
は
な
い
か
、
研
究
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
か
ら
で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
今

回
の
テ
ー
マ
を
決
め
た
趣
旨
で
す
。 

さ
て
、
私
か
ら
は
、
指
導
目
標
を
立

て
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

特
別
支
援
教
室
だ
と
、
例
え
ば
「
指

示
に
従
っ
て
活
動
で
き
な
い
」
と
い
う

よ
う
な
主
訴
が
結
構
多
い
で
す
。
こ
れ

に
対
し
て
安
直
に
指
導
目
標
を
設
定
す

る
と
「
授
業
中
指
導
者
の
指
示
に
従
っ

て
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
い
い
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
主
訴
の
背
景
や
要

因
と
し
て
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
か
、
考

え
ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
て
み
ま
す
。  

例
え
ば
、
不
注
意
で
聞
こ
え
て
い
な

い
。
聴
覚
的
な
問
題
と
い
う
よ
り
は
、

注
意
が
向
い
て
い
な
く
て
聞
こ
え
て
い

な
い
。
あ
る
い
は
自
分
に
言
わ
れ
て
い

る
と
思
っ
て
な
い
。
社
会
的
な
認
知
の

問
題
で
す
。 

そ
れ
か
ら
先
生
が
何
を
言

っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
言
語
能

力
と
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

問
題
。あ
る
い
は
こ
だ
わ
り
が
あ
る
と
、

意
味
が
分
か
ら
な
い
言
葉
が
一
個
出
て

き
た
だ
け
で
、
全
体
が
分
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
、
混
乱
す
る
と
い
う
お
子

さ
ん
も
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
学
校
っ

て
こ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
よ
と
い
う
こ
と

が
、
誤
学
習
と
か
未
学
習
で
し
っ
か
り

習
得
さ
れ
て
な
い
。基
本
的
行
動
様
式
、

年
齢
相
応
の
社
会
性
が
入
っ
て
い
な
い
。

あ
る
い
は
状
況
理
解
の
失
敗
。
こ
れ
は

先
生
の
顔
色
と
か
、
み
ん
な
の
声
の
調

子
と
か
、
様
子
と
か
を
ど
う
捉
え
る
か

と
い
う
社
会
的
認
知
の
困
難
が
あ
る
場

合
。
そ
の
他
に
も
、
学
習
態
勢
が
未
確

立
で
あ
る
場
合
。
感
覚
過
敏
と
か
鈍
麻

が
あ
っ
て
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い

お
子
さ
ん
。
そ
も
そ
も
学
習
意
欲
が
低

下
し
て
や
る
気
に
な
ら
な
い
。
愛
着
の

課
題
や
選
択
性
緘
黙
。
学
級
経
営
の
問

題
。家
庭
の
問
題
、養
育
態
度
の
問
題
。 

ざ
っ
と
挙
げ
た
だ
け
で
こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
の
ど
れ
な

の
か
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
は
把
握
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
子
供
の
行
動

の
背
景
を
探
ら
な
い
と
指
導
目
標
は
立

て
ら
れ
な
い
の
で
す
。 

例
え
ば
、
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
か
ら
状
況
理

解
の
困
難
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
い
ろ
い
ろ
失
敗
を
積
み
重
ね
て
学

習
欲
が
低
下
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
仮
説
を
立
て
た
と
し
た
ら

令
和
四
年
度 

都
情
研
秋
季
セ
ミ
ナ
ー
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
抄
録
） 

特
別
支
援
教
室
に
お
け
る
指
導
目
標
と
原
則
の
指
導
期
間
の
考
え
方 

〜
こ
れ
か
ら
の
特
別
支
援
教
室
の
あ
り
方
と
都
情
研
に
期
待
す
る
こ
と
〜 

 
 【

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】 

元
中
央
教
育
審
議
会
委
員
・
明
治
学
院
大
学
講
師 

            

田
中 

容
子
先
生 

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】 

東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
部
授
業
力
向
上
課
指
導
主
事 

増
田 

知
洋
先
生 

墨
田
区
立
業
平
小
学
校
長
（
本
会
会
長
）                    

伊
藤 

康
次
先
生 

西
東
京
市
立
東
伏
見
小
学
校
指
導
教
諭
（
本
会
企
画
運
営
本
部
総
務
）
上
山 

雅
久
先
生 

 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
お
立
場
か
ら
分
か
り
や
す
く
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
に
限

り
が
あ
る
た
め
、
お
話
の
か
な
り
の
部

分
を
割
愛
せ
ざ
る
を
得
ず
、
誠
に
残
念

で
す
。
そ
れ
で
も
、
と
て
も
示
唆
に
富

む
内
容
で
す
の
で
、
最
後
ま
で
お
読
み

い
た
だ
き
、
今
後
の
指
導
に
生
か
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
文
内
は
敬
称
略
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
広
報
担
当
） 

(5) 



 

 

 

 

指
導
目
標
は
、「
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
る
」「
小
集
団
場

面
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
自
己

肯
定
感
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
き
ま
す
。
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
、

結
構
長
期
計
画
で
す
の
で
、
こ
れ
を
一

年
間
、
半
年
と
か
、
短
期
目
標
、
長
期

目
標
の
レ
ベ
ル
に
落
と
し
て
行
く
の
は

意
外
と
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
専
門
性
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
例

え
ば
年
間
の
目
標
は
、「
学
習
中
に
使
わ

れ
る
表
現
を
知
り
、
一
斉
指
示
で
活
動

で
き
る
」
と
す
る
。
一
気
に
か
な
り
絞

り
込
ま
れ
た
内
容
に
な
り
ま
し
た
。
学

習
中
に
使
わ
れ
る
表
現
と
は
「
起
立
、

気
を
つ
け
、
礼
」
や
「
ま
と
め
な
さ
い
」

な
ど
で
す
。
そ
れ
ら
が
何
を
意
味
し
て

い
る
の
か
を
知
っ
て
、
一
斉
指
示
で
活

動
で
き
る
。
そ
れ
を
短
期
目
標
に
落
と

し
込
む
と
、
例
え
ば
前
期
は
「
分
か
ら

な
い
時
に
分
か
り
ま
せ
ん
が
言
え
る
」

後
期
は
「
友
達
の
行
動
を
見
て
指
示
を

推
察
し
て
活
動
で
き
る
」と
し
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
私
が
イ
メ
ー
ジ
し

た
お
子
さ
ん
と
い
う
の
は
、
言
語
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下
が
あ

っ
て
、
そ
の
背
景
と
し
て
Ａ
Ｓ
Ｄ
な
ど

の
発
達
障
害
が
あ
る
お
子
さ
ん
で
す
。

障
害
特
性
を
す
ぐ
何
と
か
す
る
と
い
う

の
は
無
理
な
の
で
す
。
で
も
分
か
ら
な

い
か
ら
動
け
な
い
、
や
ら
な
い
で
は
な

く
て
、
ど
う
す
れ
ば
学
級
の
中
で
学
習

活
動
が
で
き
る
の
か
。
「
分
か
り
ま
せ

ん
」が
言
え
る
と
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
助
言
・
支
援
が
も
ら
え
る

わ
け
で
す
。
安
心
し
て
「
分
か
り
ま
せ

ん
」
が
言
え
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
の

は
、
大
き
い
集
団
の
中
で
は
な
か
な
か

難
し
い
で
す
。だ
か
ら
、
小
さ
な
集
団
、

特
別
支
援
教
室
の
小
集
団
で
や
っ
て
み

る
。
こ
れ
は
非
常
に
具
体
的
な
短
期
目

標
で
す
。
後
期
は
そ
れ
を
受
け
て
「
友

達
の
行
動
を
見
て
指
示
を
推
察
し
て
活

動
で
き
る
」
と
し
ま
す
。
誰
か
一
人
気

の
利
い
た
よ
く
動
け
る
お
子
さ
ん
を
決

め
て
、「
あ
の
子
の
行
動
を
真
似
し
な
さ

い
」
と
い
う
よ
う
な
指
導
を
す
る
わ
け

で
す
。
指
示
の
全
部
が
分
か
ら
な
く
て

も
、
真
似
を
し
た
り
、「
分
か
ら
な
い
か

ら
教
え
て
」
と
言
っ
た
り
し
て
活
動
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
の
が
こ
の
場

合
の
指
導
目
標
の
立
て
方
で
す
。 

 

そ
れ
で
学
期
、
あ
る
い
は
年
間
で
評

価
し
て
振
り
返
り
、
修
正
を
す
る
。
実
態

把
握
は
、
ず
っ
と
続
く
も
の
で
す
。
そ

れ
に
応
じ
て
指
導
目
標
を
変
更
し
て
い

く
。
こ
れ
が
原
則
の
指
導
期
間
と
繋
が

っ
て
い
く
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
田
中
）
で
は
、
次
は
、
伊
藤
先
生
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

（
伊
藤
） 

ま
ず
、
管
理
職
か
ら
見
た
原

則
の
指
導
期
間
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
入
室
す
る
児
童
数
の
見
通

し
が
立
た
ず
、
教
員
数
が
決
ま
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
管
理
職
と
し
て
一
番
大

き
な
悩
み
で
す
。
私
が
勤
め
て
い
る
墨

田
区
で
す
と
、
例
年
だ
い
た
い
年
明
け

ぐ
ら
い
に
児
童
の
人
数
の
お
よ
そ
が
固

ま
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
教
員
定
数
が
固

ま
っ
て
き
ま
す
。
年
が
明
け
る
ま
で
児

童
の
人
数
が
確
定
し
な
い
の
は
非
常
に

苦
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す

る
と
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
あ
る
程
度

の
児
童
の
人
数
を
確
定
し
た
い
と
思
う

わ
け
で
す
が
、
例
え
ば
次
年
度
に
指
導

を
継
続
す
る
の
か
、
退
室
す
る
の
か
と

い
う
判
断
を
、
秋
に
や
ろ
う
と
し
ま
す

と
、
夏
頃
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
お
子
さ
ん

の
状
況
を
評
価
し
な
が
ら
あ
る
程
度
決

定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
巡
回
指
導
の
先
生
方
と
通
常
の

担
任
の
先
生
方
、
そ
し
て
管
理
職
を
交

え
て
、
校
内
委
員
会
等
で
決
定
し
て
い

く
わ
け
で
す
。
実
際
、
指
導
回
数
と
し

て
も
夏
ま
で
だ
と
十
回
程
度
の
指
導
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
指
導
で
、

子
供
の
成
長
や
変
容
を
判
断
す
る
こ
と

が
本
当
に
可
能
な
の
か
と
思
い
ま
す
。 

二
点
目
と
し
て
は
、
特
別
支
援
教
室

で
の
指
導
・
支
援
を
熱
望
す
る
保
護
者

に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
十
分

な
説
明
責
任
を
ど
う
果
た
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
入
室
の
際
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
退
室
の
時
に
お
い
て
も
、

本
人
や
保
護
者
の
意
見
や
願
い
を
尊
重

し
、
実
際
に
指
導
に
当
た
る
専
門
家
と

し
て
の
説
明
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
考
え
て

も
、
改
め
て
ど
の
よ
う
な
指
導
目
標
を

立
て
、
ど
の
よ
う
に
指
導
方
法
、
指
導

内
容
を
工
夫
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
を
、
支
援
を
受
け
る
児
童
本
人
、
そ

し
て
保
護
者
の
立
場
に
な
っ
て
、
学
校

側
が
し
っ
か
り
と
共
通
認
識
を
も
つ
か

が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
土
台
に

な
っ
て
、
そ
の
上
で
指
導
時
間
と
か
指

導
期
間
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

三
点
目
と
し
て
は
、
言
い
に
く
い
こ

と
で
す
が
、
校
長
先
生
方
の
中
に
も
理

解
の
違
い
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、

学
校
間
や
地
域
間
で
の
考
え
方
や
制
度

の
違
い
と
い
う
こ
と
に
も
直
面
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
拠
点
校
で
校
長
と
し
て

七
年
務
め
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
拠

点
校
と
巡
回
校
で
は
、
そ
の
指
導
の
様

子
の
見
え
方
、
先
生
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
て
ず
い
ぶ
ん
違
う

な
と
い
う
こ
と
を
両
方
の
立
場
を
経
験

し
て
今
、
実
感
し
て
い
ま
す
。
本
区
墨

田
区
に
お
い
て
は
、
拠
点
校
の
校
長
会

を
年
に
数
回
行
っ
て
お
り
ま
す
。
教
育

委
員
会
と
主
に
特
別
支
援
教
育
に
関
す

る
様
々
な
施
策
の
説
明
を
受
け
た
り
、

特
別
支
援
教
室
で
実
際
に
指
導
を
担
当

し
て
い
る
先
生
方
か
ら
上
が
っ
て
き
た

課
題
点
を
共
有
し
た
り
し
な
が
ら
、
解

決
策
を
模
索
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、

そ
の
拠
点
校
の
校
長
同
士
で
情
報
交
換

が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
私
が
巡

回
校
の
校
長
に
な
っ
た
の
で
、
拠
点
校

の
校
長
会
で
一
体
ど
う
い
う
話
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
、
何
が
議
論
さ
れ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
が
見
え
な
く
な
り

ま
し
た
。
一
つ
の
区
の
中
だ
け
で
も
校

長
間
で
も
っ
て
い
る
情
報
量
は
や
は
り

違
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
地
区
を

越
え
て
い
け
ば
、
ど
ん
ど
ん
そ
の
差
が

生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
や
は
り
こ
う
い
う
状
況
下
で
と
て

も
大
切
な
こ
と
は
、
私
自
身
の
反
省
も

含
め
て
、
校
長
を
含
め
て
先
生
方
の
専

(6) 



 

 

 

 

門
性
の
向
上
、
特
に
私
た
ち
管
理
職
の

立
場
も
、
よ
り
一
層
こ
の
特
別
支
援
教

育
に
つ
い
て
専
門
性
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。  

最
後
に
、
都
情
研
の
実
態
調
査
報
告

に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
で
は
、
昨
年
度
退
室
し
た
児
童

数
が
二
六
○
三
名
で
、
そ
の
う
ち
六
十

八
％
、
人
数
に
し
て
一
七
五
九
名
の
退

室
理
由
が
「
課
題
の
改
善
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
で
は
、
い
っ
た
い
課
題
は
ど

の
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
の
か
。そ
し
て
、

そ
も
そ
も
ど
ん
な
指
導
目
標
を
立
て
て
、

そ
の
指
導
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
、
深
く
検
証

し
た
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

（
田
中
）
伊
藤
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
増
田
先
生

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
増
田
）
特
別
支
援
教
室
の
運
営
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
内
容
に
な
り
ま
す
が
、
改

め
て
先
生
方
に
ご
理
解
頂
け
れ
ば
と
い

う
内
容
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。  

先
生
方
に
は
、
一
人
一
人
の
児
童
・

生
徒
の
障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活

上
の
困
難
を
改
善
・
克
服
す
る
た
め
の

指
導
目
標
を
立
て
、
在
籍
学
級
で
学
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

指
導
開
始
後
は
充
分
な
評

価
が
さ
れ
な
い
ま
ま
指
導
が
継
続
さ
れ

る
事
の
な
い
よ
う
、 

在
籍
学
級
で
の
適

応
状
況
を
把
握
す
る
機
会
を
設
け
る
な

ど
、
指
導
の
成
果
を
振
り
返
り
、
指
導

開
始
当
初
の
指
導
目
標
の
達
成
状
況
を

確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
振
り
返

り
の
際
は
困
難
を
完
全
に
解
消
し
た
か

ど
う
か
で
は
な
く
、
児
童
・
生
徒
が
自

己
の
特
性
を
理
解
し
て
対
応
の
仕
方
を

学
び
、
前
向
き
に
学
習
等
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
な
ど
、

在
籍
学
級
で
感
じ
て
い
た
つ
ま
ず
き
が

軽
減
し
た
か
と
い
う
視
点
で
捉
え
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
振
り

返
り
を
行
う
節
目
の
期
間
を
設
定
し
、

原
則
の
指
導
期
間
と
定
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
振
り
返
り
を
行
う

節
目
の
期
間
と
い
う
と
こ
ろ
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
特
別
支
援
教

室
の
指
導
を
終
了
す
る
こ
と
は
、
児
童

生
徒
が
必
要
と
す
る
特
別
な
教
育
的
支

援
が
一
切
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
在
籍
学
級
に
お
け
る
支
援
へ
と

移
行
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
原
則
の

指
導
期
間
を
定
め
て
指
導
を
終
了
す
る

こ
と
自
体
が
目
的
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

児
童
生
徒
、
保
護
者
に
対
し
て
原
則
の

指
導
期
間
の
意
義
を
丁
寧
に
説
明
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。  

原
則
の
指
導
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

は
、
原
則
の
指
導
期
間
内
に
指
導
目
標

を
達
成
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
次

の
○ア
か
ら
○ウ
の
全
て
を
満
た
す
場
合
に

は
、
区
市
町
村
教
育
委
員
会
が
設
定
す

る
判
定
委
員
会
な
ど
に
お
い
て
審
議
し
、

指
導
を
延
長
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

○ア
当
年
度
の
指
導
目
標
が
未
達
成
で
あ

り
、
同
様
の
指
導
目
標
で
指
導
を
継
続

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

○イ
指
導
期
間
延
長
後
の
具
体
的
な
指
導
方

針
や
指
導
計
画
等
が
明
確
で
あ
る
こ
と
。 

 

○ウ
延
長
後
一
年
以
内
で
指
導
目
標
が
達

成
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。  

指
導
を
延
長
す
る
場
合
は
、
再
設
定

す
る
指
導
期
間
は
最
長
一
年
間
と
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
年
度
途
中
に
入
室
し

た
児
童
・
生
徒
は
、 

翌
年
度
末
ま
で
原

則
の
指
導
期
間
と
し
て
設
定
さ
れ
、
年

度
初
め
に
入
室
し
た
児
童
・
生
徒
よ
り

も
指
導
期
間
が
長
い
こ
と
か
ら
指
導
の

延
長
と
い
う
考
え
方
は
適
用
し
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
年
で

必
ず
終
了
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
条
件
を
満

た
し
、
審
議
に
よ
り
最
長
一
年
間
の
延

長
が
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
ほ
ど
お
伝
え
し
た
条
件
の
通
り
、
指

導
目
標
・
指
導
計
画
が
明
確
で
、
具
体

的
で
計
画
的
で
あ
る
こ
と
が
大
変
重
要

で
す
。  

続
い
て
延
長
期
間
終
了
後
の
対
応
に

関
す
る
検
討
に
つ
い
て
で
す
。
指
導
延

長
し
た
場
合
、
原
則
同
様
の
指
導
目
標

で
最
大
二
年
間
特
別
支
援
教
室
に
お
い

て
指
導
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

延

長
期
間
内
に
設
定
し
た
指
導
目
標
が
達

成
で
き
な
い
場
合
、
引
き
続
き
特
別
支

援
教
室
で
の
指
導
を
継
続
す
る
こ
と
が

適
切
な
の
か
、
別
の
支
援
方
法
が
適
切

な
の
か
、
区
市
町
村
教
育
委
員
会
が
設

定
す
る
判
定
委
員
会
や
就
学
指
導
委
員

会
等
に
お
い
て
、
改
め
て
充
分
に
審
議

し
、
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
設

定
し
た
指
導
目
標
が
達
成
で
き
な
い
場

合
な
の
で
す
が
、
そ
の
設
定
し
た
目
標

が
本
当
に
適
切
な
の
か
ど
う
か
と
い
う

と
こ
ろ
の
見
直
し
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

指
導
を
延
長
し
て
も
な
お
、
特
別
支
援

教
室
で
の
指
導
が
適
当
と
判
断
し
た
場

合
、
改
め
て
指
導
目
標
を
設
定
し
、
個

別
指
導
計
画
及
び
連
携
型
個
別
指
導
計

画
を
作
成
す
る
等
に
よ
り
指
導
・
支
援

を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

原

則
の
指
導
期
間
の
一
年
間
が
終
了
す
る

か
、
ま
た
一
年
間
延
長
す
る
か
、
最
長

二
年
後
に
い
っ
た
ん
退
室
等
し
て
再
度

入
室
す
る
か
な
ど
、
児
童
・
生
徒
の
成

長
や
保
護
者
と
の
合
意
形
成
等
を
考
慮

し
て
決
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
や
は
り
重
要
に
な
る
の
が
先
ほ

ど
も
言
い
ま
し
た
明
確
で
計
画
的
で
具

体
的
な
指
導
目
標
や
指
導
内
容
、
指
導

計
画
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

明
確
で
計
画

的
な
指
導
目
標
を
設
定
す
る
た
め
に
は

担
当
さ
れ
て
い
る
先
生
方
の
指
導
力
や

専
門
性
の
向
上
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
来

年
度
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
特
別
支
援

教
育
に
関
す
る
研
修
等
の
充
実
を
計
画

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。  

（
田
中
）あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

個
別
指
導
計
画
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
の

上
山
先
生
の
お
話
の
中
で
、
主
訴
の
背

景
を
探
り
、
具
体
的
な
目
標
を
立
て
て

い
く
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
に
落
と

し
込
ん
で
目
標
を
立
て
直
す
と
い
う
よ

う
な
場
合
で
も
、
指
導
の
継
続
と
い
う

考
え
方
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。 

（
増
田
）
振
り
返
り
の
期
間
で
見
直
し

す
る
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
考
え
ら

れ
ま
す
。
各
区
市
町
村
で
設
定
さ
れ
て

い
る
判
定
委
員
会
等
の
中
で
、
し
っ
か

(7) 



 

 

 

 

り
と
保
護
者
の
合
意
形
成
を
踏
ま
え
な

が
ら
目
標
設
定
を
し
て
い
っ
て
、
延
長

一
年
す
る
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
す
。 

（
田
中
）あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
私
か
ら
三
人
の
先
生
に
質

問
が
あ
り
ま
す
。
上
山
先
生
に
は
日
々

の
特
別
支
援
教
室
の
活
動
の
中
で
、
教

員
同
士
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付

け
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
。
伊
藤
校
長
先

生
に
は
、
日
々
、
学
校
の
中
で
通
級
の

先
生
た
ち
が
管
理
職
や
周
囲
の
先
生
た

ち
に
ど
う
い
う
こ
と
を
求
め
て
い
っ
た

ら
よ
い
か
。
増
田
先
生
に
は
、
都
の
研

修
も
そ
う
で
す
し
、
日
々
先
生
方
が
市

区
町
村
で
ど
の
よ
う
な
研
修
会
を
企
画

し
立
ち
上
げ
て
い
く
べ
き
か
。
一
言
ず

つ
お
答
え
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

（
上
山
）
読
み
物
や
研
修
会
を
通
し
て

で
は
な
く
て
、
子
供
を
一
緒
に
見
て
、

ど
の
よ
う
に
感
じ
る
の
か
、
ど
う
い
う

情
報
が
足
り
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を

日
々
話
し
て
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
日
々
事
例
検
討
し
て
い
る
よ
う

な
も
の
で
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
代
わ
り
に
も
な

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方

か
ら
若
い
方
へ
、
考
え
方
や
方
法
を
受

け
継
い
で
い
く
。
子
供
の
ど
う
い
う
と

こ
ろ
を
見
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
い
う

と
こ
ろ
が
伝
わ
っ
て
い
く
と
い
う
の
が

一
番
素
直
な
や
り
方
か
な
と
思
い
ま
す
。

時
間
も
な
か
な
か
厳
し
い
の
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
隙
間
時
間
に
特
別
支
援

教
室
の
職
員
室
の
中
で
、
こ
う
し
た
話

が
で
き
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

（
伊
藤
）
私
は
管
理
職
と
し
て
、
情
緒

障
害
等
通
級
指
導
教
室
の
校
長
も
し
て

お
り
ま
し
た
。
モ
デ
ル
実
施
の
校
長
と

し
て
他
校
に
行
っ
た
と
き
に
、
校
長
と

し
て
お
願
い
し
た
の
は
、「
自
校
の
子
供

た
ち
の
こ
と
で
す
か
ら
、
授
業
を
見
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

授
業
の
中
で
、
き
っ
と
教
室
と
は
違
う

姿
が
見
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、

教
室
と
は
ち
が
う
巡
回
の
先
生
方
の
関

わ
り
が
あ
る
は
ず
な
の
で
す
。
や
は
り

自
校
の
子
供
た
ち
が
受
け
て
い
る
支
援

を
校
長
が
責
任
も
っ
て
見
る
と
い
う
こ

と
を
最
初
に
し
よ
う
と
考
え
て
、
校
長

会
等
ま
た
、
巡
回
先
の
校
長
先
生
と
そ

う
い
う
話
を
し
な
が
ら
、
管
理
職
と
し

て
の
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
し

た
。
や
は
り
授
業
を
見
合
う
と
い
う
こ

と
が
専
門
性
を
高
め
る
上
で
の
近
道
の

一
つ
な
の
か
な
と
い
う
こ
と
で
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

（
増
田
）
東
京
都
が
実
施
し
て
い
る
初

任
者
の
特
別
支
援
学
級
担
当
者
向
け
の

研
修
に
も
毎
年
全
都
か
ら
、
五
百
人
近

い
先
生
が
応
募
さ
れ
ま
す
。
一
年
目
の

先
生
の
研
修
は
年
間
三
回
実
施
し
て
い

ま
す
。
特
別
支
援
学
級
等
の
基
礎
的
な

理
解
、
授
業
の
つ
く
り
方
や
個
別
指
導

計
画
、
学
校
生
活
支
援
シ
ー
ト
の
内
容

で
す
。
ま
た
、
区
市
町
村
に
お
け
る
若

手
教
員
育
成
研
修
の
中
で
は
、
一
年
目

に
必
ず
特
別
支
援
教
育
も
入
っ
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
。
都
と
区
市
町
村
で
連

携
し
て
研
修
を
実
施
す
る
と
い
う
形
は
、

今
後
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
先
日
、
国
か
ら
教
員
の

育
成
指
針
の
新
た
な
指
標
が
出
さ
れ
、

新
た
に
「
特
別
支
援
教
育
」
が
入
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
た
研
修
の

充
実
と
い
う
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

（
田
中
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
少
し
で
す
が
、
私
か
ら
お
話
を

し
ま
す
。
先
ほ
ど
の
先
生
方
の
お
話
の

中
で
も
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
サ
イ
ク
ル
の
中

で
、
し
っ
か
り
と
一
年
ご
と
に
評
価
を

し
て
い
く
と
い
う
お
話
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
で
す
か
ら
こ
の
原
則
の
指
導
期

間
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
実
態
に
合

っ
た
指
導
目
標
の
立
案
と
評
価
を
し
っ

か
り
と
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

子
供
さ
ん
の
特
性
を
子
供
さ
ん
自
身
が

理
解
す
る
。
そ
し
て
保
護
者
の
方
も
理

解
す
る
。
そ
し
て
、
ご
自
分
の
特
性
に

折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
よ
り
よ
い
人

生
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
し
て

い
た
だ
け
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

「
都
情
研
に
期
待
す
る
こ
と
」
と
し

ま
し
て
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会

に
お
け
る
教
育
の
場
の
連
続
性
と
い
う

こ
と
で
、
一
番
、
二
番
は
通
常
の
学
級

で
す
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ

る
誰
に
で
も
分
か
り
や
す
い
授
業
。
そ

し
て
、
お
子
さ
ん
に
特
性
が
あ
る
場
合

に
は
、
学
級
内
で
の
特
性
に
応
じ
た
配

慮
・
指
導
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
を
通
常
の

学
級
の
先
生
方
が
し
っ
か
り
と
で
き
る

よ
う
に
、
三
番
の
通
級
の
立
場
か
ら
先

生
方
に
お
伝
え
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
一
番
、
二
番
を
し
っ

か
り
や
っ
た
上
で
、
な
お
特
別
の
時
間

の
指
導
が
必
要
な
お
子
さ
ん
が
こ
の
三

番
の
通
級
指
導
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
四
番
が
特
別
支
援

学
級
の
指
導
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
し
も
固
定
級
で
の
指
導
が
適
切
と
い

う
お
子
さ
ん
が
い
ま
し
た
ら
、
是
非
早

く
繋
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
お
子
さ
ん
で
も
個
別
、
な
い
し

は
小
集
団
の
通
級
に
来
れ
ば
伸
び
ま
す
。

通
級
の
場
で
は
伸
び
る
の
で
す
。で
も
、

通
常
の
学
級
で
そ
れ
を
般
化
で
き
る
か

ど
う
か
が
通
級
指
導
の
是
非
を
決
定
す

る
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う

視
点
に
立
っ
て
、
も
し
も
固
定
級
の
方

が
そ
の
お
子
さ
ん
の
自
立
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
だ
と
い
う
ふ
う
に
判
断
さ
れ
ま
し

た
ら
、
プ
ラ
ス
の
積
極
的
な
意
味
を
も

っ
て
固
定
級
へ
の
繋
ぎ
を
し
て
い
た
だ

け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

延
長
線
上
に
特
別
支
援
学
校
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
是
非
通

級
の
先
生
方
は
保
護
者
の
同
意
を
取
り

な
が
ら
、
医
師
、
精
神
保
健
福
祉
士
、

オ
プ
ト
メ
ト
リ
ス
ト
、
言
語
聴
覚
士
、

作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
等
、
医
療

関
係
職
と
の
連
携
、
さ
ら
に
、
心
理
、

福
祉
機
関
の
方
と
の
連
携
を
、
積
極
的

に
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 
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